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大崎市 田んぼダム推進事業 

【事業目的】 

近年，全国各地で毎年のように大規模な洪水が発生しています。本市でも平成 27

年関東・東北豪雨，令和元年東日本台風で大きな洪水被害が発生しています。 

このような状況から，本市では流域治水の一つの対策として、水田の持つ雨水貯留

機能を活用した「田んぼダム」を推進し洪水被害の軽減に取り組みます。 

 

【取り組み】 

〇実証ほ場の設置 

・市から土地改良区を通じて農業者に田んぼダム用ロート型堰板を支給。 

・300haを目標に実証ほ場を設置。 

R3実施地区 

 美里東部土地改良区管内 

              鹿島台地域 本地環境保全協議会      71ha  

          江合川沿岸土地改良区管内 

              古川地域  狐塚保全会          57ha  

                    田尻地域  中目地域環境保全推進協議会 131ha 

 

                                                           

      

〇観測調査・効果検証 

・実証ほ場の排水路で水位観測等の調査を行い，効果を検証する。 

・適地マップの作製・田んぼダム実施時のシミュレーションを検討。 

                                                          

〇世界農業遺産の現代版巧みな水管理として普及促進 

・田んぼダム推進用パンフレットの作成・配布。 

・多面的機能支払交付金活動組織への啓蒙普及。 

・市内の小学校，中学校を対象に体験学習を実施。 

 

                                                  


